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2022 年度進捗報告（実⾏団体） 
 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ： 岩⼿県内の⽀援体制構築と⽀援者の育成・創出事業 
● 資⾦分配団体 ： 特定⾮営利活動法⼈全国災害ボランティア⽀援団体ネットワーク 
● 実 ⾏ 団 体  ： 特定⾮営利活動法⼈いわて連携復興センター   
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 
 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 

進
捗
状
況
＊ 

岩⼿県・岩⼿県社会福祉協議会・

いわて NPO 災害⽀援ネットワー

ク、3 者による協働協定の締結

（１−１） 

協働協定締結までの検討内容

（定性的） 
協定案をもとにした締結に向

けた 3 者による協議が⾏うこ

とができている。 

2 年 約 4 年前から岩⼿県と協定内容の検討を⾏っており、今年度も電

話・メール等で複数回やり取りを⾏っているが、県や県社協の担

当者の変更やコロナ禍による BCP 変更などで、協定に向けた動

きが停滞していた。今⼀度、現状の課題感や今後の連携の進め⽅、

そもそもの関係性の構築、⽬線合わせ、知識の共有を先に進める

必要があり、2021 年度から毎⽉ 1 回 3 者（県、県社協、INDS）

が情報共有する場「岩⼿わんこミーティング」を開催している。 

なお、協定締結には⾄っていないが、「岩⼿県防災ボランティア

活動推進指針」の改訂に向けた協議と 3 者連携について明記、指

針内に INDS を位置づけていただくことはできた。 
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協働協定運⽤マニュアルの完成

（１−２） 
運⽤マニュアル完成までの検

討回数と内容（定量的・定性的） 
運⽤マニュアルの完成 2 年 協定の締結とセットで進める予定であったが、1−1 と同様、完成

は、1−1 の協定の進捗次第。 
2 

協定締結後のブラッシュアップ・

運⽤を想定した継続的な 3 者協

議（１−３） 

３者による協議、合同訓練や、

県・県社協とセミナーの協働実

施回数と内容、防災ボランティ

アネットワークの運営委託（定

量的・定性的） 

3 者による協議やセミナーの参

加ができている。合同訓練はオ

ブザーブ参加。ボランティアネ

ットワークの事務局は打診段

階 

3 年 1−1 の達成状況次第で今後進めていく。 

2022 年 2 ⽉より 3 者協議の場を⽉ 1 回設定することができてい

る。2022 年 10 ⽉末時点で 9 回実施。内容は、それぞれの災害防

災に係る取り組みの共有と相談。ただし、3 者協議の定着には、

1 年以上係ることを想定している。 

働きかけ、調整により、岩⼿県主催の防災訓練に、2022 年度より

オブザーブ→本参加することができた。 

県と県社協と各種研修の協働実施は⾏っている。（各機関主催研

修に共済・協⼒団体として協働など） 

2 

市町村域の 3 者連携が、どのよう

な形で構築されているか可視化

（２−１） 

可視化できた市町村数とその

内容、三者連携促進セミナーの

開催数（定量的・定性的） 

県内 6 市町村の協働事例の可

視化。 
2 年 2021 年度事業で、先駆的な取り組みを⾏っている 6 市町の事例

の可視化を⾏った。 
2 

可視化したものを可視化した市

町村以外の市町村に展開（２−

２） 

展開した市町村数と状態（定性

的・定量的） 
県・県社協等とも協議し可能な

範囲で展開していく。 
3 年 コロナによる遅れやコミュニケーションの難しさもあったが、そ

れをもとに 3 者連携（多機関連携）を進めたい市町村へ伴⾛⽀援

を⾏っている。豪⾬災害への対応もあり、事前協議の場からでは

なくすぐに実践の場を通した伴⾛⽀援となっている。 

2 

貸し出し⽤WEB 会議資材の導⼊

（２−３） 
WEB 会議資材の導⼊状況（定量

的） 
WEB 会議資材が導⼊されてい

る。 
2 年 機材は揃い、導⼊・貸出アナウンスを実施済み。今後は利⽤率の

向上に努めていく。 
2 

WEB 会議機材、WEB 会議のノウ

ハウなどを含めた、三者連携・防

災のテーマにした研修の実施（２

−４） 

研修内容と参加者数（定量的・

定性的） 

WEB 会議機材、WEB 会議のノ

ウハウなどを含めた、三者連

携・防災のテーマにした研修が

⾏われている。 

2 年 研修は、計画回数（2 回）のうち、2021 年度 2 回実施。 2 

コアスタッフ 2 名の資格及び各

種ノウハウの取得（３−１） 

防災⼠資格取得、各種防災セミ

ナー参加等による⽀援ノウハ

防災に係る講座が開けるほど

の知識の習得と講座開催。⾃然

3 年 コアスタッフ 2 名が防災⼠の資格を取得済み。初年度は JVOAD

経由が多かったが、最近は各⾃でアンテナ⾼く情報を収集するよ
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ウ取得、コアメンバーによる防

災セミナーの開催、⾃然災害時

における外部⽀援や防災ボラ

ンティアのコーディネーショ

ンの実施。（定性的） 

災害時における外部⽀援や防

災ボランティアのコーディネ

ーションが⾏える。 

うになった。知識・経験をもとに、休眠預⾦事業 3 年⽬には、研

修会講師としてお声がけいただく機会が増えた。今後も引き続

き、災害防災に関する各種ノウハウの取得に向けて進めていく。 

⾃然災害時における専⾨的な知

識を持つ⼈材の創出（３−２） 

INDS が開催する研修会参加後

の継続的な情報伝達グループ

（メーリング）登録数（定量的） 

⾃然災害時における専⾨的な

知識を持つ⼈材を 20名創出。 

3 年 セミナーの開催を 2 つ実施。⼀つ⽬は⽔害経験が少ない岩⼿県内

陸部の市町村で、近年発⽣が多い⽔害への備えと対応についての

講座として、⼋幡平市社協と協働で「9/10 令和 4 年度⼋幡平市

災害ボランティア講習会」を実施。⼆つ⽬は 2022 年 8⽉ 3⽇か

らの豪⾬災害で被災した地域で専⾨的な知識とノウハウが地域

に残るように「8/31 浸⽔家屋の対応講習会」を開催。 

中間評価を経て、「専⾨的な知識を持つ⼈材」の捉え⽅を「知識と

経験と感⼼がある⼈の底上げとして、専⾨分野において現場のリ

ーダー的な⼈を育てる。」と整理したことにより、アウトカムを

意識しながらより的確な研修会を実施できた。 

2 

ＩＮＤＳのＨＰを新設し、コロナ

対応の情報発信やアーカイブ化

（３−３） 

ホームページの開設と運⽤状

況（定量的・定性的） 

INDS のホームページが開設さ

れ各種情報が発信されている。 

2 年 ホームページは完成し公開済み。⽀援情報や⽇々の活動状況を発

信・公開中。 

 

INDS 連携協⼒団体の増加（４−

１） 

INDS 連携協⼒団体数 

（定量的） 

INDS 連携協⼒団体 20 団体増

加 

3 年 休眠預⾦事業を開始後に INDS 会員は 3 会員増加。平時からリソ

ースの可視化として、INDS と連携協⼒が図れる団体をリスト化

した。2022.3 末時点で、80 団体以上になる。引き続き、有事に

備えた連携協⼒団体増加を図っていく。 

2 

防災ボランティア増加に資する

セミナーの開催（４−２） 

講座内容（定性的） セミナー開催に資するまでの

内容のクオリティ 

3 年 企業や県内の学⽣ボランティアネットワークと協働で実施予定。 

 

2 

災害時に活動するボランティア

のネットワーキング（４−３） 

ネットワーク参加⼈数（定量

的） 

登録⼈数 80名 3 年 3 者連携のパートナーとなる NPO が、そもそも存在しない地域

がある。また、NPO があったとしても災害対応を活動内容に位置
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づけていない団体もいる。根っこの部分になるが、経験や知識の

ない⼈へ災害対応に関する意識づけやボランティアの理解促進

を図る必要がある。広義的な場（4−2）と個別訪問（3−4）で理

解促進を図っていく。 

コロナ禍にあって、ネットワークづくりが難しい状況となってい

るが、引き続き社会動向を⾒ながら進めていく。 

コロナ禍を意識したボランティ

ア育成研修と災害ボランティア

の必要性についての周知（屋外で

の開催等）（４−４） 

開催回数 ⽬標値：1 回 2 年 2021 年 10 ⽉ 23⽇に研修を実施。災害時のタイムラインやコロ

ナ禍における災害⽀援の説明のほか、⼀般のボランティアが関わ

る部分の説明を⾏う。 

2 

外部発信事業の検討、運⽤（ぼう

さい国体、県内イベント等で発

信）発信事業 1 回（INDS につい

ての発信）（４−５） 

開催回数 ⽬標値：1 回 2 年 JVOAD の全国フォーラム、防災国体で INDS として場を持つこと

が決まった。発信内容は INDS の取り組みと岩⼿の取り組みの発

信。 

2 

'INDS ボランティアのコミュニ

ティツール（SNS）の検討、運⽤

（４−６） 

※中間評価を経て（3-4）を（4-6）に

変更 

'INDS ボランティアコミュニテ

ィツールの設置検討と運⽤状

況（定量的・定性的） 

INDS ボランティアコミュニテ

ィツールが設され、運⽤されて

いる。 

2 年 研修や講座などで関わった⼈との関係づくりの為にツール

（LINE）を運⽤中。引き続き、LINE 登録者増加に向けて周知し

ていく。 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. （任意）活動に関する報告 
・コロナの影響で、コミュニケーションツールが、オンラインやメールが中⼼になることにより、⼿間はかかるが、事前資料の準備など直接コミュニケーショ
ンよりも詳しいものを準備するなどして実効性を⾼めた。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
 

2.広報制作物等 
 

3.報告書等 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 

 
 
令和 4 年 8⽉ 31 ⽇（⽔）「浸⽔家屋の対応講習会」 
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令和 4 年 9⽉ 10 ⽇（⼟）「令和 4 年度⼋幡平市災害ボランティア講習会」 
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関係団体との関係構築・情報交換の様⼦（令和 4 年 9⽉ 6⽇_市町村広域ネットワーク連絡会議＠久慈広域） 
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岩⼿県知事に 3 者連携の必要性についてお伝えする様⼦（令和 4 年 10 ⽉ 28⽇_岩⼿県総合防災訓練＠⼤船渡） 
令和 4年 8月 31日（水）に「浸水家屋の対応講習会」 
 


